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■環境報告書ガイドライン対応表

BI-1　経営責任者の緒言 事業者自身の環境経営の方針、取り組みの現状、
将来の目標等 トップコミットメント

BI-2　報告にあたっての基本的要件

　　BI-2-1　報告の対象組織・期間・分野 対象組織、期間、分野、準拠あるいは参考にした
ガイドライン等

大学概要/
本報告書の対象範囲

　　BI-2-2　報告対象組織の範囲と環境負荷の
　　　　　捕捉状況

報告対象組織の環境負荷が事業全体の
環境負荷に占めている割合

大学概要/
本報告書の対象範囲

BI-3　事業の概況（経営指標を含む） 事業活動や規模等の事業概況 大学概要

BI-4　環境報告の概要

BI-5　活動のマテリアルバランス
　　　（インプット、内部循環、アウトプット）

　　BI-4-1　主要な指標等の一覧 概況、規制の遵守状況、環境パフォーマンス等の
推移のまとめ

環境負荷情報に関する情報
の継続的把握と検証
2007年度環境行動の成果
と2008年度環境行動計画

資源・エネルギー投入量、環境負荷物質等の排出量
（製品の生産・販売量） 物質フロー図

事業活動における環境配慮の取り組みに関する
基本的方針や考え方 京都大学環境憲章

システムの構築状況、組織体制、手法の概要、
ISO14001の認証取得状況等 環境マネジメントシステムの状況

環境に関する規制の遵守状況、違反、罰金、事故、
苦情等の状況 化学物質の安全・適正管理の推進

環境保全コスト、環境保全効果、環境保全対策に伴う
経済効果の情報 環境賦課金制度の導入

投資・融資にあたっての環境配慮方針、
目標、計画、取り組み状況、実績等 該当事項なし 導入に至っていない

取引先に対する要求や依頼項目の内容や方針、
基準、計画、実績等の概要 該当事項なし 生産業などに適用

環境負荷低減に資する製品等の優先的購入状況、
方針、目標、計画 グリーン購入・調達の状況

環境に配慮した研究開発の状況、ビジネスモデル等 環境に配慮した研究・教育
の状況

原材料等の搬入や廃棄物等を搬出するための輸送に伴う
環境負荷の状況及びその低減対策 該当事項なし 生産業などに適用

生物多様性の保全に関する方針、目標、計画、
取り組み状況、実績等

生物多様性の保全と生物資源の
持続可能な利用に向けて

環境情報開示及び利害関係者との
環境コミュニケーションの実施状況等

環境に関するコミュニケーションの推進/
ステークホルダー委員会

事業者が自ら実施する取り組み、従業員がボランタリーに
実施する取り組み等の社会貢献活動状況 環境に関するコミュニケーションの推進

環境負荷低減に資する製品等の販売の取り組み状況 （データ集に記載）

OP-1　総エネルギー投入量及びその低減対策 総エネルギー投入量及び内訳と、その低減対策 エネルギー投入量、CO2排出量年次変化、
エネルギー使用量と温室効果ガス排出量の削減

OP-2　総物質投入量及びその低減対策 総物質投入量及び内訳とその低減対策 コピー用紙購入量の年次変化

OP-3　水資源投入量及びその低減対策 水資源投入量及び内訳とその低減対策 水資源投入量の年次変化

環境省ガイドライン（2007年度版）による項目 概 略 記 載 状 況 頁 記載のない場合の理由

　　BI-4-2　事業活動における環境配慮の取組に
　　　　　　関する目標、計画及び実績等の総括

環境配慮の方針に対応した目標及びその推移、
目標に対応した計画、取り組み状況、結果の評価分析

1） 基本的項目

2） 環境マネジメント等の環境経営に関する状況

MP-1　環境マネジメントの状況

　　MP-1-1　事業活動における環境配慮の方針

　　MP-1-2　環境マネジメントシステムの状況

MP-2　環境に関する規制の遵守状況

MP-3　環境会計情報

MP-4　環境に配慮した投融資の状況

MP-5　サプライチェーンマネジメント等の状況

MP-6　グリーン購入・調達の状況

MP-7　環境に配慮した新技術、
　　　　DfE等の研究開発の状況

MP-8　環境に配慮した輸送に関する状況

MP-9　生物多様性の保全と生物資源の
　　　　持続可能な利用の状況

MP-10　環境コミュニケーションの状況

MP-11　環境に関する社会貢献活動の状況

MP-12　環境負荷低減に資する製品・
　　　　サービスの状況

3） 事業活動に伴う環境負荷及びその低減に向けた取り組みの状況

4） 環境配慮と経営との関連状況

5） 社会的取組の状況

事業エリア内で事業者が自ら実施する
循環的利用型物質量等 該当事項なし 導入に至っていない

マテリアルバランスの観点からアウトプットを構成する指標 該当事項なし 生産・販売業などに適用

温室効果ガス等の大気への排出量（トン‒CO2換算）
及び排出活動源別の内訳と、その低減対策

エネルギー投入量、CO2排出量年次変化/
エネルギー投入量と温室効果ガス排出量の削減

大気汚染物質の排出状況及びその防止の取り組み、騒音、振動、
悪臭の発生状況並びにその低減対策、都市の熱環境改善の取り組み

大気汚染物質排出量の
年次変化

法律の適用又は自主的に管理している化学物質の
排出量・移動量と管理状況

化学物質排出量の年次変化/
化学物質の安全・適正管理の推進

廃棄物等排出量及び廃棄物の処理方法の内訳、
廃棄物最終処分量及びその低減対策

廃棄物排出量の年次変化/
廃棄物による環境負荷の低減

総排水量、水質及びその低減対策 排水汚染物質排出量の年次変化

EEI　環境配慮と経営との関連状況 事業の付加価値等経済的な価値と、環境負荷の関係 該当事項なし 導入に至っていない

SPI　社会的取組の状況 労働安全衛生等の社会的側面に関する
情報開示や取り組み状況 安全管理への取り組み

OP-4　事業エリア内で循環的利用を
　　　行っている物質量等

OP-5　総製品生産量又は販売量

OP-6　温室効果ガスの排出量及びその低減対策

OP-7　大気汚染、生活環境に係る負荷量
　　　及びその低減対策
OP-8　化学物質の排出量、移動量
　　　及びその低減対策
OP-9　廃棄物等総排出量、廃棄物最終処分量
　　　及びその低減対策

OP-10　総排水量及びその低減対策
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京都大学環境報告書2007アンケート結果

●いちにちいちエコなど、具体策が挙げられていて参考になった。
●この報告書をもっと多くの学生に見てもらう工夫が必要。
●目標数値を決め、宣言されているところが良いと思う。
●今後の取り組みに興味がある。
●報告書は立派な紙でもったいない。HPだけでもよいのでは。
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　京都大学環境報告書2007ダイジェスト版アンケートへの
ご協力ありがとうございました。このアンケートに、大学内外の
約170名の方より回答をいただきました。
　お寄せいただいたこれらの声は今年度の報告書にできる
だけ反映するようにいたしました。

Q1．この報告書をお読みになって、どのようにお感じになりましたか。

   

　→今年度もダイジェスト版は昨年度同様のページ数とし、わ
かりやすい内容で読みやすいデザインを心がけました。

Q2．特に印象に残っている記事はどれですか。（複数回答可）

 

Q3．今後、さらに改善・充実した方がよいと思われるページや内
容がありましたら教えてください。
　→最も多くの反響をいただいたのがCO2排出に関する記事でし
た。CO2削減のより詳しい方法や実際の研究室での取り組み事
例を紹介してほしいといった意見のほか、大学の組織としての対応
がよく見えないという声などをいただきました。
　今年度の報告書では環境賦課金制度の導入、レジ袋の削減
の取り組み、パソコン省エネ設定運動など、大学としての具体的な
取り組みについて紹介しています。

Q4．本学の環境保全活動に対して、どのようにお感じになりましたか。

 

Q5．その他ご意見や改善のご提案がございましたらお聞かせく
ださい。

　→本学の環境保全活動は、おおむね評価していただきまし
た。一方で研究紹介の充実やダイジェスト版を紙で配布してい
ることに対する疑問の声などが寄せられています。
　ダイジェスト版は、大学とステークホルダーの方 と々の重要な
コミュニケーションツールとして位置付けており、直接読んでい
ただくには、紙で配布することも有効な伝達手段と考えていま
す。お手元に置いていただき、ぜひ環境配慮行動に役立ててく
ださい。一方でダイジェスト版配布の必要性については、環境
報告書ワーキンググループを中心に毎年見直しを行っていきま
す。

Q6．どのような立場でいらっしゃいますか。

　→アンケート回答者は95%が京都大学の学生・教職員でし
た。お寄せいただいた多数のご意見を参考に今年度の環境報
告書を作成しました。今後も、ステークホルダーの方々からいた
だく意見を取り入れ、さらに改善を重ねていきたいと思います。

　本項目のほか、ステークホルダー委員会や環境保全活動の総
括なども実施しています。詳しくは46～49ページをご覧ください。
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Q1-1.内容/わかりやすさ

良い
65%

普通
35%

Q1-3.デザイン/よみやすさ

良い
67%

普通
33%

Q1-2.ボリューム／ページ数

■年次報告／増え続けるCO2排出量に対し、
　いよいよ削減目標を設定

■特集／環境配慮行動マニュアルで、
　はじめの第一歩。そしてもっと減らせる！

■研究紹介／見逃せない！最前線の脱温暖化研究

■座談会レポート／学生と恊働で新プロジェクト始動！？

■その他

多い
11%

悪い
0%

高く評価
できる15％

評価できる
45％

普通
30％

あまり評価
できない9％

全く評価できない1％

少ない
7%

適当
82%

京都大学の
学生86％

京都大学の
教職員9％

他大学の学生
教職員9％

企業1％
その他2％

悪い
0%

年次報告


